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１．法令等の遵守
ATCは、法令の遵守はもとより、あらゆる場面で人権を尊重し、社会的良識をもって行動します。

２．社会的に有用なサービスの提供
ATCは多様化する消費者等のニーズに応えるとともに、安全かつ有用なサービスの提供に努めます。

３．長期的視野にたった経営
ATCは、短期的な収益のみにとらわれず、常に長期的な視野に立った経営を行います。

４．公正な取引
ATCは、公正かつ自由な競争の確保が市場経済の基本ルールとの認識のもとに商活動を行い、また、
政治・行政との健全かつ正常で透明な関係を維持します。

５．企業情報の開示
ATCは、株主はもとより、広く社会とのコミュニケーションをはかり、積極的に企業情報を正確かつ公正
に、適時開示します。

６．環境保全への配慮
ATCは、環境問題への配慮を常に忘れず、自主的、積極的に取り組みます。

７．社会貢献
ATCは、企業の利益と社会の動きを調和させ、『よき企業市民』としての役割を積極的に果たします。

８．働きやすい職場環境の実現
ATCは、従業員のゆとりと豊かさを実現し、働きやすい環境を確保するとともに、従業員の人格・個性
を最大限に尊重し、自由闊達で創造性の発揮できる企業風土を実現します。

９．反社会的勢力及び団体との対決
ATCは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会勢力及び団体には断じて屈しません。

2



□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

 ⑴二酸化炭素排出削減

 ⑵廃棄物排出削減

 ⑶水使用量削減

 ⑷グリーン調達・グリーン購入の推進

３ ．

制定日：

環境経営方針

2020年9月24日

代表取締役社長

４．来館者、取引先、株主、従業員などステークホルダー
　　のみなさまと積極的にコミュニケーションをはかり社
　　会の要請に応じた企業価値の向上に努めます。

大阪ベイエリア咲洲地区で大型複合施設「ATC」を運営する弊社は、本業である不動産賃貸
及び管理、催事・展示会の企画及び開催、各種の公共施設の運営を通じて、国連が定めた持
続可能な開発目標(SDGs)を踏まえた地球温暖化問題への取り組みを積極的に推進し、持続可
能な地域の発展に寄与するため、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいり
ます。

環境保全への行動指針

木村　　繁

２．事業活動を通じて、以下に継続的に取り組み、地球
　　温暖化の緩和と持続可能な社会の構築に貢献します。

企業、団体、自治体等と協働で環境や社会問題解決に
率先して取り組み、産業を振興することでベイエリア
を中心とした地域活性化につなげます。

達成に寄与する
主なSDGｓの番号

当社は、大阪ベイエリアの咲洲（さきしま）地区で､大型複合施設「ATC」を運営しております。
延べ床面積33万㎡に及ぶ建物には、オフィスやショールーム、レストラン、物販店舗にご入居いただ
き、「ATCホール」では展示会、イベントなどの貸館や自主企画イベントを実施し、多数のお客様にお
越しいただいております。
また、介護福祉、環境ビジネス、輸入住宅建材等の常設展示場やデザイナー・クリエイターの創業支
援施設を大阪市とともに運営し、当館を利用したIoT、RT(ロボットテクノロジー)を活用した実証事業
などの取組を通じて、社会課題の解決や地域活性化にも積極的に取り組んでおります。
2025年には隣接する夢洲（ゆめしま）においてSDGｓの達成を目指して大阪・関西万博が開催されます
が、当社も「エコアクション21」の取得、運用を通じて、環境経営を推進しSDGｓの達成に貢献すると
ともに、近隣の施設・企業・団体や地域住民の皆様とともに大阪ベイエリアの発展に寄与して参りま
す。

１．ATC行動基準に則り、環境保全と規律維持に努めます。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

アジア太平洋トレードセンター株式会社

代表取締役社長　木村　　繁

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市住之江区南港北2丁目1番10号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 専務取締役　伊東　一哉 TEL：０６－６６１５－５０００
担当者 安田夏実 TEL：０６－６６１５－５０００

（４） 事業内容
不動産の賃貸及び管理、各種催物、展示会の企画及び開催、駐車場運営　他

（５） 事業の規模
売上高 億円 （2023年度）

従業員　　　　　 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名：アジア太平洋トレードセンター株式会社
対象事業所：ATCビル
対象外：なし
活動：不動産の賃貸及び管理、各種催物、展示会の企画及び開催、駐車場運営　他

58
本　　　社

総務部

2023年6月28日

62.6

336,000
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□「ATCのご紹介」、「ATCの概要」事業や製品（商品）の紹介

主な事業内容 ： 大型複合施設ATCビルの運営・管理
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境経営責任者（専務）

・環境活動の実績集計

SDGｓ分科会
（主：公共サービス事

業部
　副：広報企画室）

　　CO2分科会
（主：経営戦略室

 副：ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部）

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

環境経営委員会

・環境関連法規など取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

環境経営事務局

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

全従業員

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく評価の実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境に関する内部監査の計画
・環境に関する内部監査の実施・報告

経営
戦略室長

・環境経営レポートの確認

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

2022年6月24日

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

代表者
社長　木村　繁

環境経営委員会
     環境経営事務局
・経営戦略室・総務部
・ビルマネジメント部・オフィス事業部
・ホール事業部・公共サービス事業部
・商業開発事業部・広報企画室
    事務局長：安田　夏実
    副事務局長：北澤　弘行

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

（監査役・総務部）

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

広報企画
室長

商業開発
事業部長

公共サービス
事業部長

代表者（社長）

廃棄物分科会
（主：ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部
　副：ﾎｰﾙ事業部
       総務部）

役割・責任・権限

・環境経営方針の策定・見直し

（事務局長は毎年各部門長で持ち回り）

ホール
事業部長

オフィス
事業部長

・環境管理責任者を任命

内部監査チーム

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営方針・計画の審議

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

ビルマネジメ
ント部長

総務部長

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

環境経営責任者

専務 伊東 一哉

内部監査チーム

監査役 有村 祥一
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

Kg
Kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数をベースに再エネ率を考慮　
再エネ率は2021年度は5％、2022年度からは8％

※冷水、温水、蒸気のCO2排出係数　0.057t-CO2/GJ

□環境経営目標及びその実績

〇

✕
〇

〇
✕

✕
〇

〇

✕

✕

〇

✕

✕

〇

〇

※化学物質は使用していない。

2019年

305,126

万博を契機とした産業
振興（ビジネス活動）

グリーン調達・グリー
ン購入の推進

グリーン購入比率 47.0%

2022年

産業廃棄物の削減（ATC
ホール除く全館）

行動目標（次項による）

3.09

89,950

597,400

2023年
二酸化炭素総排出量 9,212,811

591,160

　産業廃棄物排出量

項　目
8,119,033

4,915,147

221,026

評
価

基準値

　一般廃棄物排出量 702,420

103,933

3,171,543

87,547

売上高原単位 kWh/千円

0.318

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減（ATCホール）

熱供給による二酸化炭
素削減（ATCホール除く
全館）

基準年度比

88.5%

㎥ 103,933

稼働率原単位 kWh/日 1,636.33

338,246

84.2%

（目標） （実績）
2023年

水使用量

廃棄物排出量

8,233,028

99,346

kg-CO2
1,130.46

2024年

5,809,867

2019年

102,031

（基準年)

1,227.24
2,775,100

80,779

（目標）
2025年

1,210.88
75.0%

4,893,158

134,251

2019年

2,806,815

2.61
82.6%基準年度比

電力による二酸化炭素
削減（ATCホール除く全
館）

熱供給による二酸化炭
素削減（ATCホール）

基準年度比 2019年 89.5% 96.7%

84.6%

100,688

83.6%

（目標）

売上高原単位 GJ/千円 0.0094

86,320

3,065,967

kg-CO2

92.0%

kg-CO2

リサイクルの推進（リ
サイクル率）

リサイクル率

コピー用紙削減 枚

基準年度比

一般廃棄物の削減(全
館)

kg

基準年度比 2019年

基準年度比

kg 702,420

基準年度比 2019年

kg-CO2

37.4%

上記二酸化炭素排出量合計

2019年

kg-CO2

644,015

GJ/日 6.61
基準年度比

2019年

稼働率原単位

産業廃棄物の削減（ATC
ホール）

kg 33,120

49.2%

39.8%

15,410

基準年度比

97,151

9,212,811

2019年

25,569

533,839

73,587

6.14 4.95
75.7%

150,122

90,350

8,119,033

85.0% 75.0%

7,663,864

4,857,049 4,798,950

6.07771 6.01164

2,838,531

89.5%

2.67

1,243.61

48.0%

社会の要請に応じた企
業価値向上

基準年度比

74.0%

48.6% 49.6%

106% 130.0% 132.7%
413,458

66.2%

基準年度比

426,338

行動目標（次項による）

127%

SDGsの取組と情報発信
の強化

431,033

66.9%2019年
水道水の削減

2019年

93,020

91.5%

94,059

76.2% 75.2%

0.0084 0.0091

2.55

86.5%

95,099 89,950

25,237

76.0%

24,906

47.6%
77.2% 46.5%

419,898

87.5%

526,815

0.00820.0083

372.1%

65.2% 64.2%

67.4%

7,946,059

90.5%

91.0%

519,791

144,019

89,379 88,407

47.2%

205,616

597,400

147,071

48.2%

7,574,050

93.0%

2019年 357% 461% 364.3%

行動目標（次項による）

2.58

76.0% 64.3% 74.0%

12.9% 46.0% 59.5%

8



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減（ATCホール除く全館）

<全社共通>

・エスカレーター、階段の利用促進

・事務所内の室温を夏28度・冬20度推奨

（POP等設置し節電強化）

・OA機器や家電製品購入省エネ商品推奨

・PCの電源OFFとスリープモードの時間制限設定

（待機消費電力削減）

・デスクトップPCからノートPCへの移行

  （消費電力約1/4）削減

<ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部>

・専有部の天井照明LED化工事の実施（5～3月）

・共用部の照明点灯箇所・時間の適正化する。

・「環境価値メニュー」を採用し、電力使用量のうち

　8％を「再生可能エネルギー」とする。

<公共サービス事業部>

・ｽﾎﾟｯﾄのLED化推進（IHPC展示場ｴﾘｱのLED化）

・各公共施設の照明の管理の徹底

<オフィス事業部>

・テナント専有部LED化の促進。ﾃﾅﾝﾄへの協力要請

<広報企画室>

・ホームページや館内で周知（7月末）

2019年

2023年

電力による二酸化炭素削減（ATCホール）

2019年

2023年 28,874

〇

取組結果とその評価
達成状況

◎

自主催事による再エネの導入

〇

〇

5月4月 12月11月

⇒実績をつくり１つのパッケージプランを策定する

〇

〇

達成状況

1,425,200

目標達成
・ATCホール稼働率が73.7％となり、コロナ前の基準年度を上回る水準
（2019年度稼働率70.5％）となったが、照明のLED化の効果などもあり電
力使用量を抑制できたことなどで目標達成することができた。（目標値
76.0％、実績69.9％）
・2024年度はATCホールの改修工事により休館期間があるがイベント主
催者と一緒になって削減に努めていく。

49,105

23,08625,897

目標達成
・2023年度は地球温暖化等による影響により夏場は冷房で、冬場は暖房
でともに電力使用量の増加が心配されたが、一方でオフィス専有部分の
LED化工事が計画より前倒し実施された影響により電力使用量は抑制さ
れたことで目標達成となった。（目標値84.6％、実績84.2％）
・オフィス専有部LED化工事は5月から開始され年度内の進捗率は94.8％
となった。またオフィス専有部LED化工事により照明にかかる電力使用量
が計算上実施前の41.4％となる。
・2024年度は再生可能エネルギーの比率を現在の8％から20％にアップさ
せるとともに、2023年度から実施してきたオフィス専有部分のLED化の残
りを実施する。

1月

〇

達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇

5月

27,511 35,656

1,589,972

6月

1,316,604

◎

取り組み計画

7月 3月

〇

8月

34,30133,961
3月

1,437,218 1,506,133 1,457,970 1,641,342

数値目標

<ホール事業部>

1,405,779

〇

1,520,3671,349,505 1,429,006 1,338,791

9月

1,381,967

〇

1月6月

1,334,829 1,287,451

21,378

8,069

1,500,395 1,426,260

10月

2月

16,909

38,717 50,526

1,591,763 1,416,206

23,62823,101

〇

9月 10月

数値目標 〇

〇

7月 8月

(継続：太陽光発電ネットワークとの関係）

1,434,978

24,046 29,935

1,705,655

1,500,839

4月 11月 12月

1,491,226 1,505,881

2月

33,576

23,183

取組結果とその評価、次年度の取組計画
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熱供給による二酸化炭素削減（ATCホール除く全館）

2019年

2023年

熱供給による二酸化炭素削減（ATCホール）

2019年

2023年

<ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部>

328.1

9月 2月

9月

40.6 82.1 56.0

〇

目標達成
・今期は夏場の気温上昇や冬場の気温低下の影響があったものの、イベ
ント主催者と一緒になって空調運転の効率化に努めたことで空調使用量
を抑制できたことから目標達成となった。（目標値93.0％、実績75.7％）
・2024年度はATCホールの改修工事により休館期間があるがイベント主
催者と一緒になって削減に努めていく。

<ホール事業部>

・プラスチック製品の購入削減 〇

〇

<公共サービス事業部>

1,663.4 3,056.9 5,018.2

・各公共施設の空調の管理の徹底 〇

〇

3,797.0

　しないよう、ルール作り、注意喚起を行う。

7,699.3

228.5 262.6 380.5

6月

<広報企画室>

⇒継続

〇

〇

<オフィス事業部>

40.2

6月

4月 5月

259.6

達成状況

・ホームページをや館内で周知（7月末）

7月 8月

・協力会社への節電の要請

5,292.5
7月 8月

・利用者へ空調の適正温度の呼びかけ

1,963.4 10,109.6

・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙしながら、効率の良い空調運転を行う。

・啓発ステッカーの配布、テナントへの協力要請

14.6 55.6 26.8

4月 5月

30.3 63.5 115.2 228.6 62.9

12月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

177.2

8,496.4

<全社共通>

・事務所内の室温を夏28度・冬20度推奨 〇

3,863.4

数値目標 ✕

数値目標

138.4

2,465.62,327.1 3,260.5
8,608.0 10,132.1

・催事搬出入時等、北ｴﾝﾄﾗﾝｽ大扉を開けっ放しに

〇

目標未達成
・地球温暖化等による気温上昇により夏場は冷房による空調使用量は増
加し、一方冬場は気温低下により暖房による空調使用量が増加し、年間
を通して空調使用量が増加したことから目標未達となった。（目標値
89.5％、実績96.7％）
・2024年度は地球温暖化等による夏の暑さと冬の寒さが続くと見込まれる
中で、入居テナントに空調利用による室内環境の快適さを提供していくこ
とを予定しているが、より効率的な空調運転を心がけていく。

3月

12月10月 11月 1月 2月

79.3

2,961.3 2,818.9 2,599.22,289.9 2,281.2
7,701.9 4,894.6

3月

10月 11月 1月

50.6 1.3

266.0

3,182.2

〇

2,947.4

取組結果とその評価、次年度の取組計画

（POP等設置し節電強化）

6.9
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一般廃棄物の削減(全館)

2019年

2023年

産業廃棄物の削減（ATCホール除く全館）

2019年

2023年

〇

✕

・テナントの産廃は各自で適正に処分してもらう。

7月

54,870
50,010

50,860

取組結果とその評価、次年度の取組計画

49,650

〇

71,340
9,003

4月

48,010

3月

〇

10,863

・種類別排出量の把握

1月

50,230 43,020

9月 10月

<オフィス事業部>

2月

57,780

達成状況

〇

◎

<総務部>

達成状況

　データの透明性確保を図る。

12,103
8,425 3,971

〇

・電子マニフェストを導入することにより、法令順守の徹底、 ◎

9月
13,653

・ﾃﾅﾝﾄへの産業廃棄物削減、および分別の協力要請

・名刺管理アプリの活用 〇

11月 12月 3月

58,420 43,06044,720

（社内・ﾃﾅﾝﾄへの周知およびゴミ庫の配置等工夫）

59,660

数値目標

58,320
8月

<ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部>

・分別方法の徹底による再資源化の推進

取組結果とその評価、次年度の取組計画

51,110

・資料等なるべく紙で保管せず、PDF等ﾃﾞｰﾀで保管する

66,350 61,840

・使い捨てプラスチック削減の取り組み ◎

3,980 4,277 4,862 4,534 5,457
11,333 15,543 15,233 11,413 12,653

4月

　対象店に使用品名と具体的な削減内容の提出

　　新基準は、4月1日から実施

55,200 63,310

　　昨年度から飲食店の生ゴミ計量中

5月

・種類別排出量の把握

5月 6月 7月 8月

59,710 48,53063,350
45,670

目標未達成
・今年度はオフィス入居率のアップや商業店舗において来客増になってお
り、それに伴い入居テナントから出される一般廃棄物はほとんどの月で増
加しており年度累計において目標未達となった。
（目標76.0％　実績85.0％）
・また2021年度途中から始めたATCホールからの廃棄物の一部を分別推
進により一般廃棄物として処理することにしたことも一般廃棄物量増加に
少なからず影響した。（＋24,802kg、+4.3％）
・商業開発事業部が2022年度から開始した生ごみ削減の取り組みにおい
て優秀店舗の表彰を行った。
・プラスチックごみ分別の実証実験を2024年３月からスタートし4月以降は
ITM棟全体に拡大した。
・2024年度は入居テナントにおける業務増加等によりさらに一般廃棄物の
発生増が予想されるができるだけ削減できるよう努めていく。・生ゴミ削減に向けた取組み

◎

6月

<全社共通>

<商業開発事業部>

<ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部>

目標未達成
・2020年度から始めた産業廃棄物処理方法の変更は入居テナントにほぼ
浸透したが、2023度は期中において新規テナント入居のためのレンタブル
面積確保のための大量の産業廃棄物処理や入居テナントから発生した
大量の産業廃棄物処理を複数回にわたって実施したことから目標未達成
となった。
（目標49.2％、実績67.4％）
・2024年度はプラスチックごみの分別強化をITM棟全体に広げて実施して
いく。

2月

10月 12月

16,601

1月
10,493 169,743

数値目標 ✕

62,820 53,320

13,093
12,547 11,440 58,182

11月

・ATC事務所のゴミの量の削減 〇
・なるべく使い捨て商品を購入しない 〇

0
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産業廃棄物の削減（ATCホール）

2019年

2023年

リサイクルの推進（リサイクル率）

2019年

2023年

3,980

数値目標 ✕

44.7% 20.8% 49.6%

〇

目標未達成
・2023年度は期中においてテナントの新規入居に伴うレンタブルスペース
確保のための産業廃棄物処理を複数回にわたって実施したことから目標
未達成となった。（目標47.6％、実績39.8％）
・2024年度はリサイクル率の目標達成を目指す。

段ボールなど産廃としていたものを当社にて

37.9% 43.1% 43.2%45.3%

9月

<ホール事業部>

48.3%

2,460 4,120

〇

740 400

38.6% 44.5%
44.6%41.9%

4月 5月 6月
9,7301,010

計測による数値の見える化

1,480 4,2900

取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標

11月 3月

達成状況

11月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

43.3%

〇

処理することでﾘｻｲｸﾙ率UPを目指す（継続）

12月9月 2月

<ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部>

5月

0
1,460

1月 2月

10月

0
12月7月 8月

目標達成
・今年度のATCホールの稼働日（261日）は基準年度（258日）を上回る水
準となった中で、イベントから発生するダンボール、ペットボトルなどの分
別できる廃棄物を計量して「見える化」することでイベント主催者と一体と
なって廃棄物削減に取り組むことで全体の廃棄物削減を行った。（目標
77.2％　実績46.5％）
・2024年度はATCホールの改修工事により休館期間があるがイベント主
催者と一緒になってさらに廃棄物削減を推進していく。

10月

達成状況

〇

1,480

⇒今年度は基礎を積んで、次年度に繋げる

0
3,110

4,690930 2,110

3月7月

2,410 940

・分別方法を徹底する（社内・ﾃﾅﾝﾄへの周知）

13.7%
6月

〇

8月

・今年度は特に、一般ごみ扱いとしていたﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

480 1,810

45.2%

　ごみを分別し、ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ処理を行う。

4月

<ホール事業部>

900

・リサイクルを得意とする処理業者を活用する。 〇

25.6%51.1% 47.2% 45.5%

1月

51.5% 44.9%
46.5% 46.1%

54.1%
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コピー用紙削減

2019年

2023年

水道水の削減

2019年

2023年

4月 5月 6月
76,265

31,055
47,928

・トイレ更新工事の実施

10,284
8,049

31,97529,176

9,102

〇

10月
8,891

51,08359,779

<ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部>

45,708

7,206

57,793 48,052

7,562
7,556

33,433

8月 9月 10月 11月 12月
42,580

30,02143,690

2月
6,626

12月 3月

37,241

✕

43,347

6,988

41,015

数値目標
取組結果とその評価、次年度の取組計画

8,953
6,985 7,617 7,493 8,5866,998

8,429 7,1689,998
7,5787,9696,919

9月

・オンライン名刺の活用

41,65830,143

<総務部>

・申請書類の電子化とそれに伴うｸﾗｳﾄﾞｽﾄﾚｰｼﾞの拡充

取組結果とその評価、次年度の取組計画
目標未達成
・稟議書の電子化、会議のペーパレス化、社員へのタブレット端末の普及
などにより社内のペーパレス化が進んでいるが、一方でコロナ5類化や万
博関連業務による多忙により各部の業務量が多くなっており、それに連動
してコピー用紙使用量は増加し目標未達成となった。（目標66.2％　実績
66.9％）
・2024年度は契約書の電子化によペーパレス化を一層すすめることなど
を検討していく。

9,479
4月

目標達成
・女子トイレ個室に擬音装置の設置とタッチレス式自動水洗浄装置の設
置を行った。
・トイレにおいて節水対応の更新工事を実施したことなどにより水道水使
用量は削減となり目標達成した。（目標91.5％　実績86.5％）
・2024年度は万博関連等で入居テナント増や来館者の増加を見込まれる
が水道水の削減に努める。

38,279

〇

52,029

<全社共通>

7月 1月 2月 3月

9,040

41,861 54,16066,777

達成状況

数値目標

8月5月 7月

〇

6月

達成状況

・ﾄｲﾚ個室内にﾀｯﾁﾚｽ式自動水洗洗浄装置、 〇
　擬音装置の設置

・資料等なるべく紙で保管せず、PDF等ﾃﾞｰﾀで 〇
  保管する

1月11月

〇

8,407

0
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グリーン調達・グリーン購入の推進

取組紹介欄

2019年

2023年

SDGsの取組と情報発信の強化

万博を契機とした産業振興（ビジネス活動）

社会の要請に応じた企業価値向上

<全社共通>
数値目標 〇

38.5%

〇

5月 6月

・電子機器類は可能な限り修理して長く使う 〇

68.1%
33.3% 11.4% 13.6% 12.7% 5.2% 3.6%0.0%

11月

78.2% 86.9%60.9% 53.3%14.6% 60.5% 84.9%26.6%

〇

・一時的な利用はレンタルを検討する

12月
0.0%

9月7月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

<公共サービス事業部、広報企画室>

･SNSを利用した発信 〇
･館内案内ｻｲﾝのﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ化（総合案内所横3月
末） 〇

  購入する（一部制限）

目標達成
・グリーン調達、グリーン購入については目標は46.0％であったが、実績
は59.5％となり目標達成することができた。
理由としては7月ころから総務部が事務用品などの発注に際して原則グ
リーン購入対象商品を選ぶことが全社的に浸透したことによる。
・2024年度も引き続きグリーン購入対象商品の購入に努める。

59.5%

・万博（Society5.0、SDGs）をキーワードに

4月

・ﾘｻｲｸﾙﾍﾟｰﾊﾟｰの使用（ｺﾋﾟｰ用紙、名刺等）

3月
0.0% 21.1%

8月 2月1月
28.3% 2.2%

・事務用品、備品はｸﾞﾘｰﾝ購入適合商品を優先して 〇

<総務部>

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月

達成状況

・エコアクションの取り組みの社内外への発信

取組結果とその評価、次年度の取組計画

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇

〇

・公共4施設の事業を通じたSDGsの取組と情報発信 〇
・SDGsラリーの実施対象者を業務委託者に広げる 〇
・ATCの取り組みに応じたﾃﾅﾝﾄへの情報発信

  プロジェクト創出と企業誘致促進

〇・HALLの取り組みをHPへアップ

達成状況

〇

<広報企画室>

〇

◎

・公共ｻｰﾋﾞｽ事業部4施設事業による産業振興

・MICE評価制度のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟを観光局と行っていく

△

・次期中期経営計画策定にあたり、提案プロジェクトチームが結成され、と
りまとめ案が社内発表された。
・ATCビルが大阪市の令和５年度「ごみ減量優良建築物」に選定される。

・サイボウズを活用したニュースの共有

<公共サービス事業部、広報企画室>

・咲洲プレ万博を活用した取り組みと地域活性化 〇

（環境経営レポートも）

〇･地域連携イベントの誘致および開催

・4月に「ATC OSAKA MIRAI EXPO」、11月に万博500日前イベントとして
「TEAM EXPO 2025 自然・環境セッション」を開催した。
・名刺に万博ロゴを入れることで社外に万博に対するアピールを行った。
・社内に万博営業担当を配置した。
・万博関連企業がオフィス区画に多数入居した。
・エコプラザにおいて万博機運醸成のためのセミナーを多数開催した。
・2024年度は万博開催まで1年を切ることから活動をさらに活発化していく。

<公共サービス事業部>

数値目標 〇 ・公益財団法人 大阪観光局 MICE推進部の『SDGs for MICE評価制度』に
化石ハンター展が取り組みを宣言した。
・地域交流イベントとして「サキシマmeets!」を開催した。
・10月開催の「咲洲こどもEXPO2023」においてSDGｓをテーマの1つとして
開催した。
・エコプラザセミナーではSDGsをテーマにしたものを多数開催し情報発信
を行った。
・SDGｓラリーの質問項目で環境問題に関するクイズを出題することで社
員等の環境意識を高めた。
・「環境経営レポート2022」を作成し、WEBでの公開とステークホルダー等
に冊子配布を行った。
・ATC社員等で階段避難体験訓練を実施した。
・2024年度も環境経営を経営方針に取り入れSDGｓを意識した会社運営
を行う。

43.1%

<ホール事業部>

･青空ｲｺﾛﾏｰｹｯﾄ(本やおもちゃの交換など)、咲洲こど
もEXPO 〇

0.0%

50.0%

100.0%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

グリーン購入（％） 2019年 2023年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

一般廃棄物、産業廃棄物

一般廃棄物、産業廃棄物

ATCビル（特定建築物）
エネルギ―使用量原油換算1500KL以上/年、当社は省エネ法上の「特定事業者」です。
当社は地球温暖化対策推進法上の「特定事業所」です。
購入品・調達品、購入先・外注先
危険物の保管
品質管理　

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□外部からの環境上の苦情・要望等
特になし

□緊急事態対応の試行・訓練
緊急事態の想定： 南海トラフ、住之江区で地震が発生し、館内で火災、負傷者が発生、初動対応後、津波が来襲

■実施日： ■実施場所
■参加者： ATCビル、テナントの従業員

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 大阪府北部、住之江区で地震が発生し、館内で什器の転倒、天井、ガラスの落下、火災、負傷者が発生

■実施日： ■実施場所
■参加者： ATCビル、テナントの従業員

■実施内容： ☑通報訓練　□消火訓練　□避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

ビル管法
省エネ法

震源地が大阪府北部、住之江区で震度６弱の地震が発生し、今回は津波警報対応はなし。火災避難訓練とします。
館内で火災と負傷者が発生し、エレベーターは地震、火災等により使用できないとの想定。
各テナント・事業所で初動対応措置訓練（地区隊の行動確認）を行った後、非常放送の「火災発生避難開始」に
従って、全館のテナント・事業所は、自社の避難誘導班の指示により避難階段を使い、2階セントラルアトリウム
へ避難訓練を実施する。

顧客要求事項
消防法（危険物）

地球温暖化対策推進法

大阪市廃棄物の減量推進及び適正処
理並びに生活環境の清潔保持に関す
る条例

適用される法規制

2023年6月30日 ＡＴＣビル

震源地が和歌山県串本沖（南海トラフ）、住之江区で震度６弱の地震が発生し、「津波警報」が発令された。館内
では、火災と負傷者が発生し、エレベーターは地震、火災等により使用できないとの想定。
各テナント・事業所で初動対応措置訓練（地区隊の行動確認）を行った後、
非常放送の「津波避難開始」に従って、３階以下階のテナント・事業所は、
避難誘導班の指示により避難階段を使い、4階以上階の共用部へ津波避難訓練を実施する。
4階以上のテナント・事業所は、自社区画内で待機。

廃棄物処理法

ＡＴＣビル

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

グリーン購入法

2023年11月24日
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

リサイクルの推進（リサイクル率）

社会の要請に応じた企業価値向上

環境経営方針 ■ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ■ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ■ 変更なし □ 変更あり

万博を契機とした産業振興 - -

- -

大阪・関西万博 ２年前及び500 日前イベントを開催。
名刺に万博ロゴを入れることで社外にPRした。

次期中期経営計画策定にあたり、提案プロジェクトチームによる
とりまとめ案が作成された。

当社では、エコアクション２１を活用して環境経営を推進していますが、２０１７年から開始した専有部のLED更新は、２０２４年３
月末で進捗率が95.6％となりました。エネルギーの国際価格が急騰する中で、環境負荷軽減を図りながら経費削減にもつなが
りました。また、あわせて2024年度からは再エネ比率を２０％に拡大することができました。

大阪・関西万博の開幕まで１年を切りましたが、当社では立地面でのアドバンテージを活かし、万博関連の工事関連会社や海
外の運営会社等の入居が進み、館において万博の機運が高まってまいりました。一方、入居率が上がることで一般ごみの排出
量が増加してきており、２０２３年度はプラスチック分別推進強化の取り組みを始めましたが、まだまだ工夫が必要な状況です。

また、当社は大阪・関西万博の一時避難場所に指定されています。今年1月1日の能登半島地震は記憶に新しいですが、中期
経営計画の重点課題の一つでもある「安心安全で快適な空間づくり」の対策として、本年度も防災対策に努めました。エレベー
ター内閉じ込め事故発生時に備えて防災キャビネットをエレベーターに設置するなど、災害レジリエンス対策を施し、持続可能な
経営を推進しています。

代表取締役社長　木村　繁

熱供給による二酸化炭素削減（ATCホール）

✕ -

-

✕ ✕

地球温暖化等による夏場の気温上昇や冬場の気温低下の影響
が大きく、ビル管理会社と一体となって空調運転の効率化による
空調利用量の抑制に努めたが使用量、原単位とも目標未達成と
なった。

稼働率が基準年とほぼ同程度に回復した中で、イベント主催者と
一体になって照明や空調などでの電気使用量を抑制できたこと
から使用量、原単位とも目標達成となった。

〇

オフィス専有部LED化の前倒し実施や空調の効率運転により使
用量は目標達成したが、原単位は目標未達成となった。2024年
度は再生可能エネルギーの比率を8％から20％にアップさせる。

電力による二酸化炭素削減（ATCホール）

-

-

✕ -

2023年５月からのコロナ5類化や万博関連業務による多忙により
各部の業務量が多くなっており、それに連動してコピー用紙使用
量は増加し目標未達成となった。

新規入居のためのスペース確保のため産廃処理を複数回にわ
たって実施したことにより目標未達成となった。

-

〇

水道水の削減

イベントから発生する廃棄物の「見える化」することによりイベント
主催者と一致となって廃棄物削減に努めた。

【目標・環境計画の達成状況】（詳細は環境経営目標及びその実績のとおり）

〇

✕

熱供給による二酸化炭素削減（ATCホール除く全
館）

目標値達成
状況

コピー用紙削減 ✕

目標値達成
状況（原単位）

トイレにおいて節水対応の更新工事を実施したことなどにより水
道水使用量は削減となり目標達成した。

-
「環境経営レポート2022」を作成し、WEBでの公開と冊子の配布
を行った。

SDGsの取組みと情報発信

〇 -

-
総務部が事務用品などの発注に際して原則グリーン購入対象商
品を選ぶことが全社的に浸透したことで目標達成した。

〇

地球温暖化等による夏場の気温上昇や冬場の気温低下の影響
があったものの、イベント主催者と一体になって空調運転の効率
化に努めたことで空調使用量を抑制できたことから使用量、原単
位とも目標達成となった。

新規テナント入居のためのレンタブル面積確保のための大量の
産業廃棄物処理を複数回にわたって実施したことから目標未達
成となった。

産業廃棄物の削減（ATCホール）

グリーン調達・グリーン購入の推進 〇

コロナの5類化による経済活性化と万博関連での新規テナント入
居や来館者が増加しており、それに伴い一般廃棄物量も増加し
目標未達成となった。

〇

一般廃棄物の削減（全館）

項目

2024年6月28日

コメント

電力による二酸化炭素削減（ATCホール除く全館） 〇

産業廃棄物の削減（ATCホール除く全館） ✕
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□ATCの環境・社会活動について
ATCでは事業活動を通して環境や社会視点で情報発信しています。エコアクション21の活動を通して、環境経営
方針に基づく取り組みをテーマごとに社内活動や対外活動を紹介します。

17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



□編集後記

・環境経営事務局　北澤　弘行
最近、他社の取り組みや環境経営に関するセミナーなどで「Well-being」というキーワードを耳にする機会が増えてきまし
た。「健康経営」や「働き方改革」に代表されるように、社員が健康的に生き生きとして勤務できる環境づくりが、重要なテー
マとなってきました。エコアクション21の取り組みを通じて、常に新しい知見を取り入れ、環境経営をアップデートしていけれ
ばと思います。
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